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3 国際シンポジウム ：医療人類学の最前線III：家族 ・医療・政策

The International Symposium of Medical Anthropology Series III:

Family, Medicine, and Policy

開催 日  2009年6月24日

企 画 北中淳子(哲 学・文化人類学班)

共 催  医学史研究会
講
演
者 Amy Borovoy(Princeton University)、 Kathryn Goldfarb(the University of Chicago)

柘植あづみ(明 治学院大学)

 文化 人類学 クルー プで は6月24日 に、 「医療 人類学 の最 前線

III家 族 ・医療 ・政 策」 と題 して三 田で シ ンポ シ ウム を開催

した。社 会科学各 分野か ら30名 の研究者 か集 ま り、先端 化す る

医療 技術 と、そ れに よって変化 し、再 考 を迫 られてい る家族観

につい て、人類学 ・社会 学 ・歴 史学 の立場 か ら活発 なデ ィスカ

ノシ ョンか行 われた。

 プ リンス トン大 学 のAmy Borovoy先 生 は、 ア ル コール 依

存 症の夫 をもつ ロ本人女 性 たちが、 自 らの夫婦 関係 を"共 依 存

の病理"と して捉 えてい く過程 を追 った人類 学的研究 で知 られ

て いる。今 回 は フ ィー ル ドを教育現 場 に移 し、 「障害」 の あ る

子供 をめ ぐる対 応の 日米の差 異の分析 を行 った。社会 構造 や家

族構造 の歪み が大量 の 「発達 障害児 」 を生 み出 してい るよ うに

もみ える北米 では、急 速 に広 まった小 児へ の抗精神病 薬投与 が

社 会 問題化 してい る。他方 、北米 な らば治療 的配慮 が必要 と見

なされ るよ うな子供 たち も、他の子 た ちと同 じ条件 で"平 等"

に教育 される 日本 では、 しか し適応 で きない子か 時に 「ひ きこ

も り」 と して家族 に抱 え込 まれ て しまう問題 もある。 この よう

な差異 を指摘 した上 で 、Borovoy先 生 は、 その背 景 に どの よ

うな家 族、 どの よ うな社会 が望 まれて いるのか につい て、 日米

で異 な るウ ィジ ョンがあ るこ とを論 じた。

 シ カコ大学 のKathryn Goldfarb氏 は、 日本 にお ける生殖 技

術 と家 族観 の歴史 的変遷 につい ての分析 を行 った。現在 、少子

化 が憂 慮 され る 日本 で は、 不妊 冶療 が広 ま りつつ あ る一 方で、

養子縁 組 に対 しては"自 然 な"家 族 像 か ら逸脱す るもの として

強 い抵 抗 が残 る。Goldfarb氏 は、 しか し戦 前 の 日本 で は、血

縁 関係 に は拘 らない養 子縁 組 が広 く行 われ て いた事 実 に着 目

し、少 子化 の不 安 に彩 られ た言説 には、血縁 や生殖 をめ ぐる国

家の イテ オロギー と、個人 の欲望 が時 に共 謀 し、 時 に拮抗 しあ

う複雑 な関係性 が ある こ とを指摘 した。

 総括 コメ ン トと して、生殖 医療 ・遺伝子技 術研 究で知 られ る

明治学 院大 学の柘植 あつみ 先生か ら、制 度や公 的言説か らは零

れお ちて しまう共 同体や個 人の戦 略的行為 をどの ように医療人

類学 的 に分析 で きるのか、 示唆 に富む考 察 をいただい た。医学

史の立場か ら塾 内の鈴木晃仁 先生 に、文化 人類学 か ら、宮 坂敬

造先 生 に も刺激 的な コメ ン トをいただ き、後半 のテ ィス カ ノシ

ョンも盛 り上が りを見せ た。司会 は慶大 ・医療 人類 学 の北 中淳

子が 担当 した。                (北中淳子)

Aspart ofthe Medical Anthropology Series, this symposium

titled"Family, Medicine, and Policy"invited three special-

fists on medicine and Japan. Amy Borovoy from Princeton

Umversrty("What is a good society Managing differences
and disability m Japan"), Kathryn Goldfarb from the Um-

versity of Chicago("Reproducing the Body Politic Infertil-

1ty, Adoptlon, and Japanese Publlc Pollcy"), and Azuml

Tsuge from Meid Gakum University. Akihito Suzuki and

Keizo Miyasaka of Keio University also gave comments

respectively from historical and cultural anthropological

perspectives The symposium was chaired by Junko Ki-
tanaka of Keio Umversity
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